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調
布
市
に
は
南
部
を
流
れ
る
多
摩

川
の
他
、
野
川
、
仙
川
と
い
っ
た
複

数
の
河
川
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

水
面
や
水
辺
に
は
、
カ
モ
類
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
鳥
類
が
生
息
し
て

い
ま
す
。
特
に
多
摩
川
市
民
広
場
あ

た
り
の
川
面
で
は
、
ヒ
ド
リ
ガ
モ
や

カ
ル
ガ
モ
、
マ
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
な
ど

の
カ
モ
類
や
オ
オ
バ
ン
、
ユ
リ
カ
モ

メ
な
ど
の
水
鳥
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
市
内
に
残
さ
れ
た
雑
木

林
を
は
じ
め
と
す
る
樹
林
地
や
公

園
緑
地
な
ど
の
樹
木
、
河
川
敷
に

広
が
る
草
地
な
ど
に
も
鳥
は
や
っ

て
き
ま
す
。

　
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
な
ど
の
小
型
の

ヒ
タ
キ
類
や
ツ
グ
ミ
、
ム
ク
ド
リ
、

ヒ
ヨ
ド
リ
、
モ
ズ
な
ど
が
代
表
的

な
鳥
で
す
。
街
中
で
は
ス
ズ
メ
も

代
表
的
で
す
が
、
警
戒
心
が
強
く
、

意
外
と
ゆ
っ
く
り
眺
め
る
機
会
は

少
な
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
調
布
で
は

「
水
辺
の
楽
校
」
や
「
こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
」、「
環
境
モ
ニ
タ
ー
」
な
ど
、

様
々
な
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
企
画
し

て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
鳥
を
ゆ
っ

く
り
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　（
石
川
和
宏
）

冬が来た！冬鳥たちもやって来た！！
冬の調布は鳥見三昧
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ま
た
、
時
折
カ
ワ
セ
ミ
が
鳴
き

な
が
ら
河
川
に
沿
っ
て
飛
ん
で

行
っ
た
り
も
し
ま
す
。
川
岸
の
河

原
で
は
セ
キ
レ
イ
の
仲
間
や
イ
ソ

シ
ギ
が
餌
を
探
し
な
が
ら
歩
い
て

い
ま
す
。
堰
の
上
で
は
サ
ギ
の
仲

間
や
カ
ワ
ウ
が
群
れ
て
お
り
、
送

電
線
に
等
間
隔
に
並
ん
で
止
ま
る

カ
ワ
ウ
は
見
も
の
で
す
。

おでこが禿げたように白く
全身真っ黒なオオバン

ユリカモメ

大きな黒い体が目立つカワウ シラサギの中で
最も大きなダイサギ

浅瀬に群れる白鷺
（ダイサギ・コサギ）

岸辺の岩上でよくみられる
イソシギ

田
ん
ぼ
が
減
っ
た
分
、
見
か
け
る

こ
と
も
減
っ
た
ス
ズ
メ
の
群
れ

シ
ベ
リ
ア
等
か
ら
群
れ
で

飛
来
し
、
田
畑
や
林
で
は

１
羽
で
生
息
す
る
ツ
グ
ミ

お
腹
の
オ
レ
ン
ジ
色
と

羽
の
白
い
紋
が
目
立
つ

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ　

オ
ス
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ユズリハ （譲葉）
ユズリハ科

　

北
海
道
か
ら
山
陰
に
か
け
て
の
日

本
海
側
に
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
、
福
島
県

以
西
、
四
国
、
九
州
、
沖
縄
の
山
地

に
は
ユ
ズ
リ
ハ
、
関
東
以
西
か
ら
沖

縄
、
台
湾
の
海
岸
林
に
ヒ
メ
ユ
ズ
リ

ハ
と
日
本
全
国
ど
こ
に
で
も
ユ
ズ
リ

ハ
の
仲
間
が
見
ら
れ
、
一
般
に
は
区

別
せ
ず
に
「
ユ
ズ
リ
ハ
」
と
呼
ん
で

い
る
。　

　

目
立
っ
た
花
を
咲
か
せ
る
訳
で
も

な
く
、
日
頃
は
取
り
立
て
て
話
題
に

上
る
こ
と
も
な
い
樹
木
だ
が
、
正
月

と
な
る
と
門
松
を
立
て
、
門
口
に
は

ウ
ラ
ジ
ロ
、
ダ
イ
ダ
イ
、
ユ
ズ
リ
ハ

を
付
け
た
注
連
飾
り
を
し
て
年
神
様

を
迎
え
る
の
が
、
古
く
か
ら
の
習
わ

し
だ
。

　

さ
ら
に
床
の
間
に
は
蓬
莱
（
伊
勢

海
老
、
昆
布
、
勝
栗
、
黒
豆
、
串
柿
、

ダ
イ
ダ
イ
な
ど
の
縁
起
物
を
配
し
た

も
の
）
や
松
竹
梅
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、

セ
ン
リ
ョ
ウ
な
ど
瑞
祥
植
物
の
生
け

花
、
め
で
た
い
掛
け
軸
や
置
物
で
新

春
を
飾
る
。

　

こ
ん
な
正
月
の
迎
え
方
も
近
年
は

簡
略
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
ユ
ズ

リ
ハ
だ
け
は
正
月
飾
り
と
し
て
存
在

を
示
し
て
い
る
。
名
前
の
語
源
は
春

に
新
し
い
葉
が
展
開
さ
れ
て
か
ら
古

い
葉
が
落
ち
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
様

を
親
が
子
を
育
て
家
督
を
譲
り
、
家

が
代
々
続
い
て
い
く
よ
う
に
見
立
て
、

名
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
ユ
ズ
リ

ハ
だ
け
で
な
く
、
常
緑
樹
は
若
葉
が

出
て
か
ら
落
葉
す
る
の
に
、
ユ
ズ
リ

ハ
が
取
り
立
て
て
縁
起
物
と
さ
れ
、

正
月
の
飾
り
や
庭
木
に
使
わ
れ
る
の

に
は
訳
が
あ
る
。

　
『
古
名
録
』（
１
８
４
３
）
畔
田
伴

存
著
に
「
ユ
ズ
リ
葉
は
春
新
葉
生
じ

て
旧
葉
は
落
ち
ず
。
三
年
に
及
べ
る

老
葉
黄
落
す
」
と
あ
る
そ
う
だ
が
。

そ
れ
な
ら
ば
祖
父
と
父
が
見
守
る
中

で
家
督
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な

り
、
新
年
の
縁
起
植
物
と
し
て
ユ
ズ

リ
ハ
が
使
わ
れ
る
理
由
に
納
得
さ
せ

ら
れ
る
。
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Daphniphyllum macropodum

雑
木
林
保
全
の
た
め
の
安
全
管
理
講
習
会 

11
月
28
日

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
内
の

崖
線
樹
林
保
全
グ
ル
ー
プ
で
つ

く
る
「
雑
木
林
連
絡
会
」
と
「
緑

と
公
園
課
」
に
よ
る
安
全
管
理

講
習
会
が
行
わ
れ
た
。

　

松
井
講
師
に
よ
る
座
学
の
あ

と
、
西
調
布
駅
か
ら
南
へ
下
っ

た
凸
凹
森
の
会
が
保
全
管
理
を

し
て
い
る
樹
林
地
で
実
習
開
始
。 　

樹
木
の
切
り
倒
し
は
木
の
重
心
を
考
慮
し
安

全
な
方
向
を
見
定
め
て
予
定
の
場
所
に
倒
す
こ

と
が
大
切
。
そ
の
た
め
に
は
ロ
ー
プ
を
か
け
て

思
い
通
り
の
方
向
へ
倒
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

①
ロ
ー
プ
は
安
全
な
方
法
で
結
び
、 

②
滑
車

を
付
け
て
他
の
樹
木
を
支
点
に
し
て
引
っ
張
る

や
り
方
も
あ
る
。

ロープ結びの技滑車を使って

③
ノ
コ
ギ
リ
の
刃
は
地
面

に
水
平
に
、
そ
し
て
倒
れ

る
方
向
と
平
行
に
切
っ
て

い
く
。
受
け
口
追
い
口
を

切
っ
た
ら　

④
ゆ
っ
く
り

ロ
ー
プ
で
引
く
。
下
の
④

の
写
真
で
は
右
は
じ
に
あ

る
樹
木
を
倒
そ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
。　

⑤
は
予

定
通
り
の
方
向
に
倒
れ
た
木
。
大
き
な
木
は
伐

採
前
に
枝
を
落
と
す
こ
と
も
あ
る
が
、　

⑥
こ
れ

は
倒
木
後
、
枝
を
処
理
し
片
付
け
た
。

⑦
最
後
は
も
ち
ろ
ん
道
具
の
手
入
れ
。
ヤ
ニ
落

と
し
を
付
け
て
ハ
ブ
ラ
シ
（
刃
ブ
ラ
シ
か
な
）、

又
は
お
湯
で
洗
い
落
し
た
後
、
サ
ビ
止
め
液
を

か
け
て
お
く
。

①②

③

④

⑤

⑥ ⑦

CHOFUみどりの国分寺崖線ウォーク
2015．11．8（日）

　

仙
川
駅
か
ら
４
つ
の
保
全
樹
林
を

巡
り
な
が
ら
国
分
寺
崖
線
を
歩
く
と

い
う
、
今
回
初
め
て
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
。
残
念
な
が
ら
数
日
前
か
ら
の

予
報
通
り
、
雨
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
19
名
の
参
加
者
ほ
と
ん

ど
が
カ
ニ
山
へ
ゴ
ー
ル
。
参
加
賞
の

地
元
野
菜
を
抱
え
て
帰
宅
。
後
日

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
保
全
作

業
に
参
加
し
な
く
て
は
」「
電
車
か

ら
見
て
い
た
森
を
歩
け
て
う
れ
し

か
っ
た
」
な
ど
好
評
。
こ
ん
な
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
、
も
っ
と
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ゴ
ー
ル
の
テ
ン
ト
で

野
菜
を
戴
く
。

最
後
に
ゴ
ー
ル
し
た
方
と

ス
タ
ッ
フ
で
記
念
撮
影

カニ山の会・ちょうふ環境市民会議　主催

く
ろ
だ
と
も

あ
り
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ちょうふの崖線樹林を守る

若
葉
の
森
３・１
会

　

調
布
市
内
の
13
の
小
学
校
か
ら
児
童
54
名
、

大
人
46
名
の
合
わ
せ
て
100
名
が
参
加
。
ス
タ
ッ

フ
も
含
め
て
総
勢
130
名
弱
。
前
日
の
雨
か
ら

打
っ
て
変
っ
て
晴
れ
間
が
広
が
り
良
い
天
気
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
多
摩
川
河
川
敷
の
秋
の
植
物
の
観
察

を
行
い
、
講
師
か
ら
説
明
を
受
け
て
み
ん
な
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
イ
ナ

ゴ
取
り
に
も
夢
中
で
し
た
が
。
布
田
小
か
ら
ワ

ン
ド
の
辺
り
ま
で
散
策
。
天
気
も
良
く
て
気
持

ち
よ
か
っ
た
で
す
。

調
布
水
辺
の
楽
校

調
布
水
辺
の
楽
校

　

帰
り
道
は
、
ゴ

ミ
拾
い
。

　

思
っ
た
以
上
に

河
川
敷
が
き
れ
い

で
ゴ
ミ
も
少
な

か
っ
た
よ
う
で

す
。
戻
っ
て
か
ら

ご
み
の
分
別
を
行

い
、
い
ざ
芋
煮
。

布
田
小
お
や
じ

ネ
ッ
ト
の
メ
ン

バ
ー
が
大
鍋
で
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

11
月
14
日
（
土
）
雨　

参
加
者
13
名

　

雨
の
た
め
「
た
づ
く
り
・
み
ん
な
の
広
場
」

で
み
ど
り
の
国
分
寺
崖
線
ウ
ォ
ー
ク（
11
月
８
日

カ
ニ
山
の
会
と
環
境
市
民
会
議
の
共
催
で
開
催
）

の
ふ
り
か
え
り
と
来
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

　

当
日
は
雨
だ
っ
た
た
め
ゴ
ー
ル
の
準
備
が
間

に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
色
々
反
省
点
が
出
た

が
次
回
は
大
い
に
今
回
の
経
験
を
活
か
し
た
い
。

　

来
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
は
行
政
の
保
全
管

理
計
画
に
活
か
せ
る
よ
う
に
、会
と
し
て
も
様
々

な
調
査
を
行
い
な
が
ら
具
体
的
な
管
理
計
画
を

提
案
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
、
年
２
回

程
度
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
近
隣
の
理
解
を
得

た
い
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
会
員
勧
誘
と
保
全
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
も
力

を
い
れ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。（
鍜
治
）

10
月
４
日
（
日
）
晴
れ　

参
加
者
７
名

　

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
、
危
険
箇
所
「
第
２
緑
地

の
通
路
が
滑
り
や
す
い
」
対
策
実
施
。
３
月
の

伐
採
作
業
の
枝
や
幹
を
利
用
し
て
、
横
木
を
埋

め
込
み
、
杭
で
固
定
し
、
２
箇
所
の
坂
道
を
階

段
状
に
し
た
。

11
月
１
日
（
日
）
晴
れ　

参
加
者
６
名

　

初
参
加
者
１
名
、心
強
い
。今
年
は
ど
ん
ぐ
り

が
豊
作
、
静
か
な
夜
に
落
ち
る
音
が
聞
こ
え
る
。

　

第
１
緑
地
と
第
２
緑
地
間
の
階
段
側
面
の
あ

て
木
が
腐
食
、
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
竹
を
用

い
て
補
強
し
た
。
杭
と
横
木
に
竹
を
丸
の
ま
ま

使
用
す
る
な
ど
工
夫
し
て
強
度
を
保
っ
た
。

　

な
お
、
先
月
と
今
月
の
補
修
作
業
は
、
当
会

も
協
力
団
体
の
、
８
日
の
「
み
ど
り
の
国
分
寺

崖
線
ウ
ォ
ー
ク
」の
会
場
の
安
全
対
策
に
も
な
っ

た
。

　

そ
の
他
、
切
り
取
っ
た
竹
の
小
枝
を
溜
め
る

落
葉
溜
め
の
製
作
、六
別
坂
落
葉
か
き
、ゴ
ミ
拾

い
を
行
っ
た
。 (

Ｎ
Ｏ
Ｋ)

　

参
加
者
の
児
童
も
父
兄
も
と
て
も
美
味
し
く

頂
き
ま
し
た
。
毎
年
あ
り
が
と
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
イ
ナ
ゴ
。
約
100
匹
近
く
獲
れ
た

で
し
ょ
う
か
。
児
童
た
ち
も
手
伝
い
な
が
ら
佃

煮
に
し
て
お
っ
か
な
び
っ
く
り
食
べ
ま
し
た
。

感
想
は
？
「
美
味
し
か
っ
た
〜
」
だ
そ
う
で
す
。

　
　
　
（
水
辺
の
楽
校
サ
ポ
ー
タ
ー　

池
ノ
内
）

◆
次
回
は
１
月
23
日
（
土
）

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
す
。
ま
た
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
３
日
（
祝
）
晴
れ
！

『
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
＆
芋
煮
』
を
開
催
。

横
木
の
埋
め
込
み

横
木
固
定
の
た
め
の
杭
打
ち

牡蠣のようなキノコ

竹の階段側壁と落葉溜め

10
月
10
日
（
土
）
曇
り　

参
加
者
12
名

　

東
樹
林
の
中
段
か
ら
上
部
に
つ
い
て
、
サ
サ

刈
り
剪
定
を
行
っ
た
。
下
段
に
つ
い
て
は
、
カ

ニ
山
の
会
に
は
連
絡
が
無
か
っ
た
が
、
調
布
市

の
委
託
業
者
が
枝
の
強
剪
定
を
行
っ
て
お
り
、

林
内
の
乾
燥
化
の
可
能
性
を
鑑
み
作
業
を
見

送
っ
た
。
業
者
作
業
の
結
果
、
林
内
か
ら
隣
接

住
宅
が
見
え
る
状
況
で
あ
っ
た
。
近
隣
の
住
民

は
、
家
の
中
が
覗
か
れ
な
い
よ
う
に
低
木
〜
中

高
木
層
を
残
し
て
欲
し
い
人

も
居
住
し
て
い
る
。
一
部
の

人
の
剪
定
依
頼
だ
け
に
対
応

す
る
の
で
は
な
く
、
行
政
は
、

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
方

策
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。（
活
動
報
告
よ
り
）

10
月
18
日
（
日
）
曇
り　

参
加
者
10
名

　

方
形
枠
調
査
と
通
路
整
備
を
行
っ
た
。
方
形

枠
調
査
後
の
プ
チ
違
い
（
似
た
植
物
の
見
分
け

方
）は
、ド
ン
グ
リ
の
形
状
と
名
称
を
教
わ
っ
た
。

樹
林
地
内
に
は
、
シ
ラ
カ
シ
、
マ
テ
バ
シ
イ
、

ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
の
ド
ン
グ
リ
が
あ
り
、
総
苞

の
殻
斗
が
リ
ン
グ
状
（
ド
ン
グ
リ
の
帽
子
が
縞

模
様
）
と
う
ろ
こ
状
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
確

か
め
た
。
ケ
ヤ
キ
・
ム
ク
ノ
キ
・
エ
ノ
キ
の
同

定
は
永
遠
の
テ
ー
マ
と
す
る
。

11
月
15
日
（
日
）
曇
り
時
々
雨
の
ち
晴
れ 

８
名

　

雑
木
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
か
ら
新
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
し
た
方
を
含
め
３
つ
に
分
か
れ
て
作

業
し
た
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
隣
接
坂
道
か
ら
の
降
雨
水

に
よ
る
土
の
流
出
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
の
で
遮

断
の
た
め
に
杭
を
利
用
し
て
柵
を
応
急
的
に
作
り

様
子
を
み
る
こ
と
と
し
た
。
ツ
バ
キ
の
森
で
は
風

雨
の
影
響
で
、
枯
れ
た
シ
ロ
ダ
モ
が
地
上
５
ｍ
ほ

ど
で
幹
折
れ
し
ク
ヌ
ギ
な
ど
に
引
っ
か
か
っ
て
い

た
の
で
市
に
連
絡
。
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
の
山
を
片
づ

け
た
の
で
す
っ
き
り
し
た
。

　

花
は
ヤ
ツ
デ
、
ツ
ワ
ブ

キ
、
サ
ザ
ン
カ
。
実
は
ヒ

ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ
、
ヤ
ブ

ミ
ョ
ウ
ガ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、

セ
ン
リ
ョ
ウ
、
ク
サ
ギ
、

ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ
ヅ
チ
。
虫

は
ミ
ス
ジ
マ
イ
マ
イ
、
ジ
ョ

ロ
ウ
グ
モ
。
鳥
は
ヒ
ヨ
ド

リ
、
カ
ラ
ス
、
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
。（
安
部
） ムラサキシキブ

クサギ

アザミ
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市民発　ちょうふの自然だより　　
◆「ちょうふの自然だより」 はカンパとボランティアで支えられています。

2009.3.15 に設立された市民団体 「ちょうふ環境市民会議」 が自主発行して

います。 調布市内の身近な自然情報や市民の保全活動の記録、 環境イベ

ント案内、 コラムなどを掲載、 無料で配布しています。

◆地域福祉センター、 たづくり 11Ｆみんなの広場、 調布市環境部 （市役所

8Ｆ)、あくろす 2 ・3 Ｆ、郷土博物館、実篤記念館、多摩川自然情報館のほか、

神代植物公園植物多様性センター、野菜食堂みさと屋 （布田）、ニワコヤ （仙

川）、 など。　置き場所＆応援カンパ募集中です！

◆サポーター会員募集！

年会費 500 円　郵便振替 （００１５０-９-　７６５６６３　ちょうふ環境市民会議）

発行：ちょうふ環境市民会議　連絡先：info@chofu-kankyo-shimin.org　※携帯メールでのお問合せには当方の返信が届かない場合があります。　　

原
則
毎
月
第
３
日
曜
に
樹
林
の
保
全
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

直
接
入
間
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

●
12
／
20 （
日
）9:30

〜12:30

●
１
／
17 （
日
）9:30

〜15:00

１
月
は
方
形
枠
調
査
と
新
年
会
で
す
。

毎
月
第
２
土
曜
に
自
然
広
場
で
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
野
草
園
横
直
接
集
合

●
12
／
12
（
土
）10:00

〜12:00

●
１
月
は
恒
例
の
山
開
き
を
行
い
ま
す
。

原
則
毎
月
第
２
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
３
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
12
／
６
（
日
）臨
時
活
動
（
足
尾
の

　

鉱
毒
被
害
樹
林
の
支
援
作
業
）

●
12
／
13
（
日
）9:30

〜12:00

　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

●
１
／
10
（
日
）9:30

〜12:00

先
の
４
団
体
の
保
全
活
動
問
合
せ
は

緑
と
公
園
課

  

入
間
・
樹
林
の
会

若
葉
緑
地
の
会

若
葉
の
森
３
・
１
会

原
則
毎
月
第
１
日
曜
に
若
葉
町
３
丁
目

第
１
・
２
緑
地
で
保
全
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
直
接
現
地
へ
。

●
12
／
６
（
日
） 9:30

〜12:00

●
１
月
の
活
動
は
お
休
み
で
す
。

◆この自然だよりは　ちょうふ環境市民会議ホームページにも掲載、 バックナンバーもご覧になれます。◆

 

カ
ニ
山
の
会042-481-7083

“自然だより” の置き場所

11 

月 

　
日（
土
）　

　
今
回
は
実
習
体
験
を
通
し
て
、
雑
木
林
の
恵
み
や
楽
し
さ
を

実
感
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
内
容
。
午
前
中
は
佐
須
地
域
を
歩

い
て
小
池
講
師
か
ら
話
を
伺
っ
た
。
周
辺
の
環
境
と
深
大
寺
用

水
の
利
用
と
し
て
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
場
も
あ
っ
た
こ
と
、
神
代
農

場
で
雑
木
林
の
手
入
れ
の
仕
方
に
よ
る
形
態
変
化
等
の
実
験
を

行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
色
々
な
お
話
を
伺
っ
た
。

② 空気が通りやすいよう、
注意深く枝を交互に載せ、
着火は枯葉に（特に松葉な
ど針葉樹の葉が燃えやす
い）。普段使わないマッチに
も少しだけ緊張の面持ち
だったが、充分乾いた物を
拾えたことで、全員難無く
着火に成功した。

① 午後の火おこし実習は全
員で枯れ木や枯葉を拾い集
めるところから。20 分ほど
でこんなに集めた。
　野外実習はボランティア
講座の醍醐味。カマドの前
で講師から着火のコツや花
炭つくりについて説明を聞
く。

③ 竹の切り出しは行わなず
代わりに木の実や葉っぱな
ど各人で拾い集めた物を缶
に入れた。

炭になった
ヤツデの花

凸
凹
森
の
会

●
12
月
は
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
１
／
24
（
日
） 10:00

〜
剪
定
伐
採

な
ど
の
作
業
。
12
時
か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
兼
ね
た
新
年
会
（
雨
天
時
は
10
時

か
ら
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
話
合
い
と
新

年
会
）
参
加
希
望
者
は
直
接
凸
凹
森
へ
。

④ フタがはずれないように
ハリガネで縛り（ガスが発生
するので圧力でフタがはずれ
やすい）缶ごと火に入れる。
小さな穴を開けた所から黄色
い煙がでてきたら完成。（およ
そ10分）仕上がりはどうかな？

平成 27 年度  雑木林ボランテイア講座 第５回
雑木林の恵で様々な遊びを体験
　　 ~

火
熾
し
・
花
炭
作
り~

21 

上手に焼いた花炭は葉っぱや木
の実の形がそのまま残る。
そっと持ち帰れば脱臭剤を兼ね
たお洒落な飾りに！

残り火でササに刺したマシュ
マロを焼いた。初めての味に
感激の方も！

環境市民活動スケジュール

し
め
縄
作
っ
て

正
月
用
リ
ー
ス
飾
り

12.13（日）12 時～
3時

場　所　カニ山キャン
プ場

　　　　（深大寺自然
広場カマド前）

参加費　500 円（保険・
温かい汁物付き）

　　　　先着 30 名

講　師　田んぼの学校
 校長 尾辻義和

申　込　info@chofu-ka
nkyo-shimin.org 

または　Tel 090-555
8-1445

　　　　ちょうふ環
境市民会議

佐須の地元でできた

稲わらを使って
しめ縄を作ります。

雑木林で見つけた！
　　　こんな生き物

な
ん
て
お
洒
落
！

コ
エ
ビ
ガ
ラ
ス
ズ
メ

の
幼
虫
。
成
虫
は
普
通
の

茶
色
い
ガ
な
の
に…

ヒ
バ
カ
リ（
ヘ
ビ
）の
子
供
。

水
辺
が
好
き
ら
し
い
が

湧
水
が
近
い
カ
ニ
山

な
ら
で
は
？

10.10 撮影


